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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 超臨界場においてナノ粒子の合成と多種の有機表面修飾を行うことで、新しい機能性物質を作り出し、

研究は順調に進展していると判断できる。この手法が新規の材料創製法として他の研究者にも利用でき

るよう、単位操作の体系化の実現を望む。 
 一方、本研究期間とほぼ同じ時期に、NEDO からの大型研究予算でほぼ同じ研究課題が進められてお

り、その研究成果との区別が明確に述べられていない。示された論文等の研究成果が両者間で重複され

ないよう報告されているかとの疑問が残る。 
 


